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ヒメグモ科の脹盤期妊のSEMによる観察
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stage of a theridiid spider， Achaearanea japonica * 
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1壬盤の形成にはクモの種類により特徴的な過程が知られている。ヒメグモ科の卵ではほとんどの胞粧葉細胞

が将来佐盤の形成される区域に移動し、少数の胞脹葉細胞が脹盤の形成されない区域に残留する。今回の研究

ではこれらの残留細胞が孤立して存在するのかどうかを SEMによる観察で明らかにすることを目的とした。

材料としてヒメグモ科のヒメグモ Achaearaneajaponica (B凸s.et Str. )を用いた。少数の卵を卵塊からとりだ

し流動パラフィン中で発生を観察し、残りを SEM用試料として FAAで固定した。固定後、卵膜を除去した。

脱水、臨界点乾燥後、金を真空蒸着し SEMで観察した。

1壬盤は直径約15μmの球形な細胞で構成されていた(Fig.1)0 ijf盤の形成されない区域に残留する細胞は直径

約20μmであり、これらの細胞は卵黄頼粒のあいだに仮足状の突起をのばしていた(Fig.2)。この突起により残

留細胞は目玉盤を構成する細胞と、また残留細胞どうし接触していた。

Fig. 1 The embryo at germ disk stage in Achaearanea japonica. Scale=lOO μm. gd: germ disk， r: 
remaining cell 

Fig. 2 Remaining cells. Scale=10μm. c: contact between remaining cells 

* Abstract of paper read at the 25th Annual Meeting of Arthropodan Embryological Society of Japan， May 
20-21， 1989 (Tsukuba， Ibarakj) 
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